
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 １組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

態

○ ○ ○

情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

効果的なコミュニケーションの実現、コンピュー
タやデータの活用について理解を深め技能を習得
するとともに、情報社会と人との関わりについて
理解を深めるようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、
問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用する力を養う。

『高等学校情報Ⅰ』数研出版

情報

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果
的に活用する力を養う。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

情報Ⅰ

情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するとと
もに、情報社会と人との関わりについての理解を深めるようにする。

 情報と情報技術を適切に活用するとともに、
情報社会に主体的に参画する態度を養う。

配当
時数

○ ○ ○

●プログラミング
【知識及び技能】
　問題の解法をアルゴリズムを用いて
表現する方法を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　目的に応じたアルゴリズムを考え適
切な方法で表現し、プログラミングに
よりコンピュータや情報通信ネット
ワークを活用するとともに、その過
程を評価し改善することができるよう
にする。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決にコンピュータを積極的に
活用し、自ら結果を振り返って改善し
ようという姿勢を育む。

A　アルゴリズム
B　プログラミング言語とは
C　プログラミングの方法

【知識・技能】
・問題解決の手順・解法をアルゴリズムを用
いて表現する方法を理解している。
・アルゴリズムをフローチャートやアクティ
ビティ図を用いて表現する技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
・アルゴリズムを適切なプログラミング言語
と適切な記述で表現している。
・プログラムの不具合に対して適切な処理が
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・プログラミング言語について関心をもって
いる。
・意図しない結果が得られたときに、計算の
手順などに目を向けて改善しようとしてい
る。

A　アナログとデジタル
B　デジタル情報の表現
C　文字のデジタル表現
D　音のデジタル表現
E　画像のデジタル表現
F　動画のデジタル表現
G　データの圧縮

【知識・技能】
　アナログ情報とデジタル情報のちがいにつ
いて理解している。
　デジタル情報の特徴について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・デジタル情報の特徴や利点について考え，
その結果を適切に表現している。
・限られたビット数で数値を表現する方法に
ついて考え，その結果を適切に表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・デジタル情報がどのように表されるかにつ
いて関心をもち，積極的に活用しようとして

○

○

情報

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

●情報とメディア
【知識及び技能】
　何気なく使っている言葉である「情
報」や「メディア」とは何かを理解さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
　情報機器や情報通信ネットワークな
どを適切に活用して、問題を解決する
方法を習得させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　「情報」がもつ意味やはたらきに興
味を抱かせ、適切に情報を扱うことに
意欲を持たせる。

A　情報とは何か
B　情報源と情報の検証
C　情報技術の発展の光と影
D　情報技術の適切な活用
E　情報とメディアの特性
F　問題解決のプロセス

１
学
期

●情報社会における法とセキュリティ
【知識及び技能】
　情報社会でよりよく生きるために、
情報モラルにもとづいた行動や、定め
られている法規・制度について理解さ
せる。
　個人情報やプライバシーの保護・活
用に関連する法律の意義や目的、内容
について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　情報に関する法規や制度及びマナー
の意義、情報社会において個人の果た
す役割や責任、情報モラルなどについ
て、それらの背景を科学的に捉え、考
察する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
　情報社会を支える法規や知的財産権
の必要性に気づかせ、関心を持たせ
る。
　情報セキュリティに対する意識を高

6○

○ ○ 6

●情報のデジタル表現
【知識及び技能】
　情報のデジタル化の基礎的な知識と
して、アナログとデジタルのちがいと
デジタル情報の特徴を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　デジタル情報の特徴や利点を踏ま
え、限られた条件下で情報を表現する
力を育む。
【学びに向かう力、人間性等】
　デジタル情報が社会においてどのよ
うに活用されているかについて興味を
抱かせる。

6

【知識・技能】
・「情報」がもつ意味やはたらきについて理
解している。
・さまざまなメディアの特徴を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・情報の価値や信頼性、情報を検証する方法
について考え、判断し、その結果を適切に表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・「情報」がもつ意味やはたらきについて関
心をもっている。
・情報を適切に表現するための表現形式につ
いて関心をもっている。

A　情報社会と法規・制度
B　個人情報の適正な利活用と保護
C　知的財産権
D　情報セキュリティ
E　情報セキュリティ対策のための
技術
F　情報セキュリティ対策への意識

【知識・技能】
・情報社会を支える法規・制度について理解
している。
・ユーザ認証やアクセス制御など、情報セ
キュリティを確保するために必要な知識を身
に付けている。
・架空請求などの被害にあわないよう、適切
にインターネットを利用することができる。
【思考・判断・表現】
・法を遵守した判断や情報モラルに配慮した
適切な判断ができる。
・セキュリティを脅かす問題に対する適切な
対応について考え、判断している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報社会を支える法規・制度について意欲
的に学ぼうとしている。
・セキュリティを脅かす問題について関心を
もっている。

２
学
期
1
2
月
ま
で

○

6



○ ○ ○

6

60

○

●ネットワークのしくみ
【知識及び技能】
　情報通信ネットワークの基本的な方
式やプロトコルについて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　LANやインターネットなどのコン
ピュータによる通信としに影響につい
て考える力を育む。
【学びに向かう力、人間性等】
　情報通信ネットワーク上の仕組みに
ついて興味を抱かせる。

A　コンピュータネットワーク
B　通信プロトコル
C　パケット通信
D　通信の信頼性
E　IPアドレスとドメイン名
F　WWWのしくみとURL
G　電子メールの送受信のしくみ
H　情報の暗号化

【知識・技能】
・LAN，WAN，インターネットの構造，モバイ
ル通信などに関する知識を身に付けている。
・プロトコルの必要性や，インターネットの
プロトコルは階層に分けて構成されているこ
とについて理解している。
【思考・判断・表現】
・LANやインターネットなどのコンピュータに
よる通信とその影響について考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報通信ネットワーク上で通信するための
プロトコルについて関心をもっている。

○ ○

【知識・技能】
・情報を適切な方法でわかりやすく表現する
ことができる。
【思考・判断・表現】
・コミュニケーションの目的や受け手の状況
に応じて，情報をどのように活用・表現すれ
ばよいか考え，その結果を適切に表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・コンピュータを活用して情報を受け手にわ
かりやすく表現することに関心をもち，積極
的に工夫している。

○ ○

● 情報デザイン
【知識及び技能】
　　情報デザインについて、情報を抽
象化・構造化・可視化する方法を習得
し、情報を伝える目的や受け手の状況
をふまえた適切な表現方法を選択でき
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　コミュニケーションの目的を明確に
して，適切かつ効果的な情報デザイン
を考える力を育む。
【学びに向かう力、人間性等】
　コンピュータを活用した情報表現に
関心を抱かせ、わかりやすく相手に情
報を表現しようとする姿勢を育む。

A　情報を表現する方法
B　ユニバーサルデザイン

合計

●コンピュータのしくみ
【知識及び技能】
・コンピュータの基本的な構成を理解
させる。
・OSやアプリケーションプログラムの
ちがいなど、ソフトウェアの基本的な
内容を理科させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・コンピュータの本体や周辺装置やコ
ンピュータのしくみに興味を抱かせ
る。

A　コンピュータの構成
B　コンピュータのソフトウェア

【知識・技能】
・コンピュータの基本的な構成について理解
し、基本的な操作ができる技能を身に付けて
いる。
・OSの役割やアプリケーションプログラムと
のちがいについて理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・コンピュータの本体や周辺装置に関心をも
ち、積極的に活用しようとしている。

○ ○ 5

A　プレゼンテーションとは
B　プレゼンテーションの流れと注
意点

【知識・技能】
・プレゼンテーションとは何かを理解してい
る。
・プレゼンテーションの実施や資料作成のた
めの知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・プレゼンテーションの目的や対象者をふま
えて，効果的なプレゼンテーションとなるよ
う考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・効果的な資料作成や発表に関心をもち，積
極的に工夫している。
・他者の発表を聞き，自身の発表に生かそう
としている。

●プレゼンテーション
【知識及び技能】
　コミュニケーション手段の1つとして
用いられているプレゼンテーションに
ついて，その基本，重要性，手法を理
解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　目的や対象者に応じてプレゼンテー
ションの内容を考えることができる力
を育む。
【学びに向かう力、人間性等】
　プレゼンテーションの対象者に自分
の考えが伝わりやすくするため、積極
的に工夫をする姿勢を育む。

A　データベース
B　さまざまな情報システム

【知識・技能】
・データベースの特徴や機能について理解し
ている。
・データベース管理システムの機能や，デー
タの損失を防ぐしくみについて理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・データベースのはたらきや必要性について
考察し，その結果を適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・データベースを利用して情報を蓄積・管理
することで，どのようなことが可能になるの
かに関心をもっている。

●データベース
【知識及び技能】
　データベースの概念を理解させ，
データベース管理システムの機能や
データの損失を防ぐしくみについて理
解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　データベースのはたらきや必要性に
ついて考え、結果を分析し、表現でき
る力を育む。
【学びに向かう力、人間性等】
　データベースの有用性を理解し、
データベースの仕組みや活用できる場
面について興味を抱かせる。

●データの分析
【知識及び技能】
　データを分析する前に必要となる，
データの形式に関する知識やデータの
収集方法，データの種類について理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　データの形式を適切に判断し、目的
に応じてデータを使い分ける力を育
む。
【学びに向かう力、人間性等】
　データの収集方法に興味を抱かせ、
多角的な視点からデータを収集・精査
する姿勢を育む。

A　データのさまざまな形式
B　データの収集方法
C　データの種類と尺度水準
D　データの分析
E　テキストマイニング

【知識・技能】
・データを分析する前に必要な知識である，
データのさまざまな形式について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・データの形式を適切に判断できる。
・性質や目的によってデータの形式を使い分
けることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・データの収集方法について関心をもってい
る。
・データを多面的に精査しようとしている。

○
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２
学
期
１
２
月
以
降

○ ○ 6


